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　記念すべき2001年も早数ヶ月を過ぎようとしています．会
員の皆様も，臨床医学，基礎医学，社会医学そして一般教育に
ご活躍のことと思います．さて東京医科大学雑誌第59巻第2
号をお届け致します．本号では巻頭言を関東学園大学教授
鴇田正春先生にお願いし「東洋の古典」という題で，相互に
依存する人間の心と体について考察して頂きました．またこ
の号には，最終講義として，前学長　渋谷健　先生の「新世紀
の医学教育・研究におけるマルチメディアの役割と応用」と題
する講義内容が，そして力作の原著論文5編，症例報告3編，
医学プラザ1編，その他臨床懇話会並びに研究会報告が掲載
されています．
　最終講義の内容にもありますが，インターネットの発展な
ど情報革命により世界はこれまでにない早いスピードで変革
が進行し，我々は新しい「産業革命」の時代に突入しているの
ではないでしょうか．この世紀の荒波かつ早い波を乗り越え
るには，一私立医科大学である東京医科大学に所属する我々
も，世界並びに日本の社会システム全体の改革が始まってい
るという視点から医学教育・臨床医学・研究を自己評価せざる
をえない状況になりつつあります．外からは否応なしに数値
化された客観的な評価が下される時代に突入して行くことで
しょう．しかし一律的な医学教育・臨床医学・研究の評価は，
重要ではあるが時問がかかり，論文の生産性の低い学問分野
を葬る危険性もはらんでいます．我々も個々の単位で，大学は
機関の単位で時代のニーズに合った最良の医育・医療システ
ムの構築並びに自己評価方法の樹立に努力を傾け，新世紀を
実り多いものにして行こうではありませんか．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内野善生　記）
幹事会（要旨）（平成13年1月）
1．第147回医学会総会について医学会総会当番会長から次
　　の報告があり，了承された．
　　開催日時：平成13年6月2日（土）
　　当番教室：生理学（1），眼科学
　　特別講演：原岡　嚢教授
　　発表形式：全てポスターとする
　　尚演題募集については，1教室1題以上とし，上限は設け
　　ない．
2．臨床懇話会の開催並びに開催予定について次の報告が
　　あった．
　　臨床懇話会開催報告
　　　第305回（12年11月22日）整形外科学
　　　第306回（12年12月8日）眼科学
　　臨床懇話会開催予定
　　　第307回（13年1月30日）老年病学
　　　第308回（13年2月16日）霞ヶ浦病院
　　　第309回（13年3月22日）外科学（3）
3．編集状況の報告があり，編集方法について討議した．
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